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本論文はドビュッシー (ClaudeDebussy， 1862・1918)が作曲した、フランス語で melodie
と呼ばれる歌曲のジャンルを取り上げ、様式の変遷を辿りつつ、その全体像と意義とを探った
研究である。 A4判 180頁(多数の譜例を含む)からなり、大きく 2つの部分から構成されて
いる。
第 1部ではメロディというジャンルを考察するための基本事項を整理し、研究への全体的な
姿勢を述べている。その第1章では、第1節で、ドビュッシーの取り上げたロマン派から高踏
派、象徴派の詩人及び時代背景について述べた後に、第 2節では、主として本論文で扱うフラ
ンス詩の技法について述べている。次いで第 2章では、まず第1節において、詩に基づいて芸
術歌曲を作曲することについての先行研究として、シュレゼールと新回博衛の論考を取り上げ
つつ、ドビュッシーのメロディに向かうためには、これらの論における問題提起の留意すべき
ところを押さえておきながらも、加えて生き生きと展開する演奏の要素を考慮し、詩の音楽化
(mettre en musique)を明確に把握する必要があると説く 。それを受けて第2節では、詩か
ら演奏に至るまでの音楽化の実際について考察し、書かれた詩(原詩)から演奏における歌詞
(歌のことば)にはかなりの隔たりがあること、そして、もとより 、原詩と、楽譜から読み取
られる書かれた歌詞(テキスト)との聞にも差異があることを確認する。こうして、原詩から
音楽への過程における諸段階を辿りつつ、第2部における歌曲分析の方法論の基本姿勢を明示
している。
第2部はこの論文の中心となる部分であり、第 3章では、作曲家の全生涯にわたるメロディ
創作を概観し、時代区分を行い、第4章では、この時代区分に沿って、楽曲の分析と考察を行
っている。以上の結果として、第 I 期 (1879~1885 年)では、ドビュッシーが、詩の形式を
考慮して音楽の形式を使っており、テキストの意味内容に合わせて、伝統的な音楽の形式を応
用的に扱い、意味に向かつて詩行・詩節といった詩の形式の枠を崩そうとするような作曲をし
ていること、第 E期 (1887~1893 年)の最初の作品となったグェルレーヌに基づく歌曲集な
らびにそれ以降のメロディでは、詩行と詩節の枠組みをほとんどすべて崩してひとつながりに
する音楽化が見られること、第E期 (1893~1898 年)では、韻文の定型的な形式を崩した詩
を好んでテキストにしていること、第N期(1903~1904 年)では、再びヴェルレーヌに向か
い、この詩人に基づく歌曲集に集中していること、そして最後の第VI期(1913~1915 年)で
は、これまで見られた歌とピアノの手法を自在に使って「軽み」の境地に達していること、を
考察の成果として述べている。なお、第V期 (1904~191O年)については、 ドルレアンやレ
ルミットといった 15、17世紀の古い詩人を扱っており、基本的に 19世紀ないし同時代の詩に
基づくドビュッシーの歌曲の流れにおいては特殊なグループを形成しているとして、本論文で
は、この時期に属する作品は分析の対象外としている。
ドビュッシーは数々のピアノ曲や管弦楽作品などで知られるが、歌曲の分野にもかなりの力
を注ぎ、 90曲以上もの作品を書いている。これらはドイツ歌曲ほどには演奏される機会は多く
ないとはいえ、フランス歌曲の演奏会において、重要なレパートリーを形成している。しかし、
今までのドビ、ユツシー研究においてもフランス歌曲研究においても、多くのことは語られなか
った。本論文は、このような状況把握のもとに、 ドビ‘ユツシーのメロディに光をあて、ジャン
ル形成の歩みを地道な楽曲分析を通じて明らかにしようとした労作である。原詩から楽曲への
道筋を辿るという本旨に対応し、自身による詩の翻訳ならびに韻律等の分析を行うことから論
を展開しており、詩の研究と音楽学研究とを一体化させていることも特筆に値する点である。
本論文に関する口頭試問は 2010年 1月 12日(火)、およそ 1時間 30分にわたって実施した。
そこでは、1) ドビュッシーのメロディを論じるにあたっては、同じく声楽作品であり、重要
作であるオペラ《ベレアスとメリザンド》についての考察が、少なくとも研究史の観点からは
必要ではないか、 2) ドビュッシーの歌曲の考察にあたって、オング(W.Ong)による<声
に出されたもの>1<書かれたもの>という概念の援用は当てはまらないのではないか、などの
指摘が行われ、 3)詩や作品中のフランス語の理解についても、いくつかの間題点が示され、
また指摘が行われた。しかし、これらに対してはいずれも的確な解答ならびに理解が示され、
ドビュッシーの歌曲の世界について、さらに、 19世紀のフランスの詩と歌曲について、論文提
出者が、幅広い知見を有していることが証示された。とりわけ、個々の作品の分析は、一つ一
つの曲への共感にあふれた丁寧かつ誠実な取り組みとなっており、過不足なく明快に記述され
ており、作品の鑑賞に際しでも十分に活用されうるものとなっている。以上の成果により、本
論文を、博士(文学)の学位にふさわしい価値を有するものと認定する。
